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R3　山形県合同稽古会における感染予防ガイドライン
（更新版）
令和3年9月15日
山形県剣道連盟

【１】参加者において
　　（１）山形県内に過去連続１４日間以上居住しているものとする。
　　　　　また、過去この間政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住者との農耕接触がある者は参加しない

　　（２）基礎疾患のある者は受審しない
　　（３）当日　体調不良、発熱（37度以上）等がある場合は参加しない
　　（４）面マスク・マウスガード（全剣連推奨も可　医療用は不可）を着用し参加する
　　（５）剣着は洗濯後のものを使用すること
　　（６）入場の際は、マスク着用する

　　（７）稽古中は、お互い密を避ける（ソーシャルディスタンス【2m】を取る）
　　（８）元立ちは２メートル間隔を守る

　　（９）稽古後は、防具は消毒　面マスクは洗浄、マウスガードは洗浄か消毒をする。稽古着・袴・手拭い・竹刀は洗濯・除菌が望ましい
　　（10）直近２週間の間に本人や家族に発熱があり感染症が疑われたりする場合、または濃厚接触者となりPCR 検査対象者になった場合は参加しない。
　　　　　ただし、陰性が確認できた場合は参加を可とする。
　　（11）稽古後、感染した場合は速やかに山形県剣道連盟に報告をすること。　
　【２】主催側として
　　（１）アルコール除菌液は、道場に設置する
　　（２）参加者は当日検温をする
　　（３）受付は、2メートル間隔で行う
　　（４）更衣について
　　　　　　　　　　　　男子・・・・剣道場
　　　　　　　　　　　　女子・・・・女子更衣室とする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（５）会場は、常に窓を全開する
　　（６）待機中・整列は、ソーシャルディスタンスを取り整列させる。
　　（７）当日は、稽古参加者以外の入場を禁ずる。
· 　太字が更新部分
